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自己紹介

１９７８． ３ 早稲田理工応用物理卒

１９７８． ４ 富士通入社

・システムエンジニア（金融機関）

・プロジェクトマネージャ（全業種）

・コンサルティング（効率化、セキュリティ）

２００９．１２ ゆうちょ銀行へ

・５次オンラインシステム再構築

２０１５．０４ ゆうちょ銀行（高齢再雇用）

・ＡＭＬ／ＣＦＴ対策

２０１９．０１ 株式会社シルバーウェア起業 2



アジェンダ

Ⅰ．ビジネスプラン紹介

２０１８北区ビジネスプランコンテスト

東京商工会議所北支部賞

「個人向けＩＴサービスのマッチングサイト」

Ⅱ．最新ＩＴ事情

Ⅲ．中小企業のためのＩＴ活用
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北区ビジネスプランコンテスト

２０１９．２．２

提案者 近藤洋司

個人向けＩＴサービスのマッチングサイト



１．ビジネスプラン発想原点（経営理念）

最もＩＴの恩恵を受
けるべき高齢者が、
ＩＴの進歩から取り
残されている

働く意欲の有るＩＴ
企業定年退職者が、
ＩＴ人材不足なのに、
働き先が無い

問題意識①

問題意識②

サービス普及で、
高齢者の
・豊かな生活
・働き方改革

に寄与する

経営理念

近くに住む両者を、
マッチングサービスで
結び付けて 同時解決

ビジネスプラン
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２．達成目標

日本全国へ普及

６０才以上高齢者の３％が年１回利用

達成目標①

達成目標②
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利用者

定年退職者Ａ

定年退職者Ｂ
(Ａの責任者)

➀サービス種類、Ａ指名③サービス実行

④売上

⑤売上の８０％

⑥売上の ５％

➁Ａへ通知

マッチングサイト
（シェアリングエコノミー）

３．サービス内容

⑦経費 売上の５％

⑧経常利益 売上の１０％
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サービスを
シルバーウェアと命名

https://ec.jp-silverware.com
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https://ec.jp-silverware.com/


ＩＴベンダー

サポート業者

フリマ

既存業者 総評

自社製品だけ

緊急時だけ

安いだけ

ニーズを既存業者は ？

４．市場分析

安価

・安心だけ、確実だけ、安価だけ

・既存業者のやり方では、全て は困難

これからニーズはどうなる ？

・ＩＴの進歩で増加必至

確実 安心

現状

将来

（水のﾄﾗﾌﾞﾙと同様）

・全て に出来たら独り勝ち

9



大手ＩＴ企業定年退職者
・ 低価格（他に年金等有り）
・ ＩＴスキル有り
・ 社会的信用度が高い

シェアリングエコノミー

・固定費が殆ど不要
・良い人が自然淘汰（市場経済）

独自の工夫

・責任者制度(２重フォロー)
・成功報酬(結果が出なければ無料）

机上では最強のビジネスモデル

安価

確実

安心

５．シルバーウェアは全て に出来るか
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サービスを利用する高齢者、ＩＴ企業定年退職者が多く住む

・起業に最適地

・経済効果も期待（人口増、投資増など）

６．北区での起業

北区は高齢化率２３区でＮＯ．１

・高齢者が住み易い

ヒト、モノ、カネが集まる

北区のメリット

私のメリット

双方にとって最適なシナジー
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７．創業資金計画
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８．収支計画
（前提条件）

・利用対象者／頻度
６０才以上高齢者の３％が年１回利用（達成目標より）

・ＩＴサービス価格
一律５０００円

・拡大スケジュール
１年目 ３区（北区(1位)、足立区(2位)、荒川区(4位)）
２年目 ２３区
３年目 東京圏
４年目 ３大都市圏
５年目 全国

・普及率
普及曲線に沿って６年間で普及

（普及率の変化 10 ⇒ 20 ⇒ 35 ⇒ 55 ⇒ 80 ⇒ 100）

＊東京23区高齢化率順位
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６年で普及

（１０年表）
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（億円） （万人）

シェアリングエコノミー
世界売上予測(原典 Pwc)

情報通信白書

（Ｈ２７年 総務省）

普 及１年目 ２年目 ４年目３年目 ５年目 ６年目 ７年目 ９年目８年目 １０年目

（１０年グラフ）
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９．ステップ

１年目 ３区で開業（本年４月１日より）

２年目 ２３区へ拡大

３年目以降 全国拡大

【黎明期】実社会で通用するビジネスモデル作り
・開業準備は順調（開発、退職者アサイン、会社登記など）
・ビジネスコンテストを契機に開業し、１年間は試行錯誤

【調整期】ビジネスモデルの総仕上げ
・３区の成果を２３区へ横展開
・マスコミ（ＴＶ、新聞、雑誌）、東京都、中央官庁

（厚労省、経産省）にアピール

【拡大期】拡大に集中
・組織／体制など大幅見直し

成功企業はこのステップを経て成長
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１０．最後に

・私は現在６４才です。

・このようなビジネスプランは年配者なので発想出来たし、
年配者だから実現も出来るものと考えています。

（年配者ならばのビジネスプランもある）

人生１００年時代構想
「いくつになっても、

新しいことにチャレンジ出来る
社会を構想する。」

ＥＮＤ

（官邸ホームページより）

・国、安部首相も応援してくれています。
使命感を持ってチャレンジして行く所存です。
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状況報告

１９．４ ３区で開業

・４人でスタート

・町会、自治会への紹介

・老人クラブへの紹介

１９．５ 富士通退職者の会と連携

・社友会でシルバーウェア発表

・連携開始

１９．７ ＳＮＳネットの利用開始

・Ｆａｃｅｂｏｏｋ

・Ｇｏｏｇｌｅ 18



Ⅱ．最新ＩＴ事情

１．日本のＩＴ事情

・主要国ＧＤＰ（￥ＵＳ）推移

・コンピュータ発展の歴史

・日本のＩＴ特殊事情

２．最新ＩＴ技術

・最新ＩＴキーワード

・ＡＩ

・ブロックチェーン
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主要国ＧＤＰ（ＵＳ＄）推移

【１９８０年】
米 ２，８５７
中 ３０５
日 １，１０５
独 ８５０

【２０１８年】
２０，４９４ 2.7

１３，４０７ 18.2

４，９７１ 0.9

４，０００ 1.5

【１９９５年】
７，６３９ 2.7

７３６ 2.4

５，４４９ 4.9

２，５９３ 3.1

7.2

44.0

4.5

4.7

１５年 ２３年 ３８年
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１９９０年代以降の成長ドライバ

・ＩＴ

・金融

・グローバリズム
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世界時価総額ランキング
１９９２ ２０１６ＩＴ＝ ５（１）

金融＝１０（８）

ＩＴ＝１６（０）
金融＝１１（０）
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大躍進した米中ＩＴ企業

Ｇ

Ａ

Ａ

Ｆ

ｏｏｇｌｅ

ｍａｚｏｎ

ａｃｅｂｏｏｋ

ｐｐｌｅ

Ｂ

Ａ

Ｈ

Ｔ

ａｉｄｏ

ｌｉｂａｂａ

ｅｎｃｅｎｔ

ｕａｗｅｉ

（１９９８）

（１９９４）

（２００４）

（１９９７，７６）

（２０００）

（１９９９）

（１９９８）

（１９８７）

④

③

⑤

②

⑧

⑦

〇 は２０１８年の順位n
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コンピュータの歴史
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ＩＴ企業の盛衰

米国

日本
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何故、日本が取り残された ？

27



28



29
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ＩＴ投資への意識比較（日米）
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ＩＴ投資の用途比較（日米）
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日本のＩＴ投資

維持コスト 追加的維持コスト

コストダウンコスト

事実上のＩＴ新規投資 ９％
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ﾊﾟｯｹｰｼﾞ／個別開発（米日比較）

日本

パッケージ

個別開発

１２

８８４６ ５４

米国

（総務省 ２０１８年） 34



何故、ＩＴ投資が
新規投資に向かわなかった ？
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ＩＴ技術者の所在（日米比較）

米国日本

ユーザー企業のＩＴ技術者

ベンダー企業のＩＴ技術者

２８

７２

２５

７５

（総務省 ２０１８年）
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日本では

① ユーザーにＡＰＬ開発者が居ない

② ベンダーには居るが、 ユーザー
成長に寄与しなかった
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米国 日本

ユーザー ベンダー ユーザー ベンダー

生産性
アップ

・良いツールを
探して、生産性
アップを図ろう

・良いツールを
開発したベン
ダーが成長

・既存ベンダー
に生産性アップ
を要求

・売上減のため、
理由を付けて上
手に回避

新商品
開発

・良い技術を探
して、新商品開
発しよう

・良い技術を提
供したベンダー
が成長

・既存ベンダー
に提案要求

・自社技術から
選んで提案

結果
ユーザー／ベンダー共に
良い製品／サービスを
提供した企業が成長

ユーザー／ベンダー共に
現状維持（縮小均衡）

ユーザー／ベンダー意識（米日比較）
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何故、ユーザーに
ＩＴ技術者が居ない ?
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日本では

① 雇用制度が硬直的
－開発要員をベンダーから調達(派遣業の役割)

② 国の６社支援(1970年代米国対抗)
－富士通+日立/ＮＥＣ+東芝/三菱電機+沖

③ ユーザーの守り経営
－バブル崩壊後のバランスシート調整

④ ベンダーのＳＩシフト
－ポストハードウェア
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日本が、ＩＴ特殊事情から脱却
するには、どうしたら良い？

・ＩＴが「極めて重要」と考える

・他人任せにしない
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最新ＩＴキーワード（２０１９）

Ｐａｙサービス

ＨＲテック

自動運転

信用スコア

Ｆｉｎｔｅｃ

ｅＳＩＭ 43



最新ＩＴキーワード（２０１８）

５Ｇ

サブスクリプション

ＡＩ

ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

ＲＰＡスマートスピーカー

ＩＯＴ ビッグデータ

ＶＴｕｂｅｒ
Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０

ＥＳｐｏｒｔｓ
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最新ＩＴキーワード（更に以前）

Saas,Paas,Iaas

サイバーセキュリティ

ＩＰｖ６

ユビキタス

シンクライアント

ＶＲ，ＡＲ，ＭＲ

Google Glass

スマートグリッド

クラウド

Vmware

ウェアラブル

ＭＶＮＯ

ブロックチェーン
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ＡＩ

ブロックチェーン

ＩＯＴ

クラウド

５Ｇ
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ＡＩ
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Artificial  Intelligence
人工的知性＝人工知能

コンピューターそのもの

入力 判断 出力

ＡＩ
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回帰分析ＡＩ
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ディープラーニング
（深層学習）

ニューラルネット

ＡＩ
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ＡＩはどこに、どう使える

・複雑入力から複雑判断して、複雑出力
（従来、開発に時間と費用が掛かった）

・汎用性が低い（個別性が高い）

複雑
入力

複雑
判断

複雑
出力

ＡＩ
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集中管理システム

ブロックチェーン
①追加、変更、削除を

時系列に記録

②悪意ある改ざんを排除

③誰でも公開検証可
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分散管理システム

ブロックチェーン
①追加、変更、削除を

時系列に記録

②悪意ある改ざんを排除

③誰でも公開検証可
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ブロックチェーン

ブロック／１０分
５０ＧＢ／年

３～４０００件／ブロック
１ＭＢ／ブロック

55



ブロックチェーンはどこに使える

・圧倒的な開発／運用コストの削減
－集中管理システム不要
－災害対策、バックアップ不要

・全ての管理システムに利用可能だが、
更なる環境整備が必要

－コンピュータ性能向上
－法整備、社会制度

・近い将来は必ずや主流
－当面はプライベート型

ブロックチェーン
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Ⅲ．中小企業のためのＩＴ活用

１．中小企業の定義

２．中小企業経営者の課題

３．ＩＴの課題とソリューション

４．ご提言
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中小企業の定義

企業数 ９９％
雇用 ７０％
ＧＤＰ ６０％
(中小企業比率)
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中小企業経営者の課題

中小企業白書（２０１８）から抽出

① 経営者の高齢化、後継者難
－６割が６０才以上

② 深刻化する人手不足、人材不足
－ （企業規模） （求人倍率）

５０００～ 人 ０．３７
１０００～４９９９人 １．０４

３００～ ９９９人 １．４３
～ ２９９人 ９．９１

③ 中小企業の生産性革命
－生産性の伸び悩み
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労働生産性の推移

（２０１８年 中小企業白書）
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ＯＥＣＤ諸国の労働生産性

（２０１８年 中小企業白書）61



（２０１８年 中小企業白書）

中小企業ソフト投資比率

大企業ソフト投資比率
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ＩＴ利活用は待った無し

① 日本経済、国民マインドが底を付けた
－失われた３０年が限界
－令和（改元）、東京オリンピック

② 立ち上がりの兆候
－投資増加（莫大な手元資金が動きはじめた）
－新興企業の活躍、学生就職人気がベンチャーへ
－外国人旅行者の急増

＊消費税増は気になるが、
２０２０年がターニングポイントとなる可能性大63



私が中小企業経営者だったら

① ＩＴ投資現状分析・・・・・・・１Ｗ
－金額／使途、システム化状況他社比較
－システム資産の過不足

② ＩＴ投資余地分析（効率化）・・１Ｗ
－業務プロセス診断
－ＲＰＡ、ＳＡＡＳ利用可否

③ ＩＴ投資余地分析（新規分野）・１Ｗ
－ＷＥＢ分野中心に

④ ＩＴ投資計画（２年）・・・・・１Ｗ
－投資対効果分析、リスク分析

＊中長期のＩＴ投資計画は業態分析も含め別途
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ＩＴ課題とソリューション①

カテゴリ 課題 ソリューション

現行
システム

・システムの過剰装備
・機能、性能不足

・システム最適化
・コストダウン

－保守、調達コスト

・開発の長期化
・開発品質が悪い

・計画の適性化
－目標、人、期間、費用

・不足技術
－ＰＭ、ベンダー調整

新規
システム

・構想、プランニング
・基本計画

・最新ＩＴ基盤
－クラウド、パッケージ

・最新アプリＰＰ情報
－ＳＡＡＳ

・最新ネットワーク情報

・新規システム構築 ・ＲＦＰ作成
・ベンダー選定
・自主開発スキル

新時代に合った
新開発手法の採用

ﾍﾞﾝﾀﾞｰの言いなり

ｼｽﾃﾑ全体が見れる人材が居ない

最新ＩＴトレンドを把握した
プランニング（現行の延長線）
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ＩＴの課題とソリューション②

カテゴリ 課題 ソリューション

新事業
新商品
企画

・事業企画 ・アイディア創出
・ファシリテーション
・企画書

・商品企画 ・他社コラボ
・サービスとの複合化
・マルチチャネル

調査
研究

・技術リサーチ
－最新ＩＴキーワード

・情報収集
・社内へ流通（ｴﾊﾞﾝｼﾞｪﾘｽﾄ）

・取組検討 ・社外交流
・社内ブレスト

－インパクト
－新事業、新商品可能性

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀによる手作業置換え
⇒ＩＴ利用の新ﾋﾞｼﾞﾈｽ創生

社長自らがＣＩＯの役割、
又は、頼りなる人材の確保

単体商品から複合商品化
付加価値付与
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ＩＴの課題とソリューション③

カテゴリ 課題 ソリューション

ＷＥＢ
活用

・ホームページ
－会社情報、商品紹介

・差別化戦略

・ＷＥＢマーケティング
－新チャネル

・ネット販売
・プロモーション

－ＳＮＳ、ＳＥＯ
・マーケット分析

ＩＴ全般

・全社課題／リスク抽出 ・経営、主要部署ヒアリング

・全社課題／リスク解決 ・解決方向、解決方針決め
－Ｃ－ＮＡＰ
－ＫＪ法

・働き方改革 ・在宅
・市場からのスキル調達

・人事、経理のスリム化 ・アウトソーシング

ＷＥＢ技術の理解不足
新技術への抵抗感

問題解決型の改善活動
抽出、解決のための各種手法

新調達手段
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ご提言

・社内に優秀なＩＴ技術者を置く
－経営者自らが担う
－人材を見つけ、育てる

・大手ＩＴ企業定年退職者を活用する
－これから労働市場に出てくる
－活用メリットが多数
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大手ＩＴ企業定年退職者

・ユーザーの立場に立てる
－ベンダーを卒業
－本来のＩＴ活用の喜び

・労働意欲が旺盛
－人生１００年時代を構想
－働き方改革の先駆け

・広範囲の即戦力
－百戦錬磨の経験

活用のメリット
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ご依頼事項

御社のＩＴ活用を無償にてご支援させて下
さい。必ずお役に立てるものと考えます。

シルバーウェアは個人向けに加え、中小企
業向けＩＴサービスを考えています。今後の
参考とさせて頂きたく、宜しくお願い申し上
げます。

・１～２カ月間、数ユーザー
・近藤がご支援します

株式会社シルバーウェア
代表取締役 近藤洋司

kondo@jp-silverware.com
ＥＮＤ70
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